


















































司書が担当しなければならないという通念があっ   

























的業務の範囲は自治体によって異なる。   
2．貸出カウンター業務の合理化  
（1）合理化のこつの方法   
貸出カウンター業務の合理化には二つの方法が  
あり，それぞれ次のような形で行われる。  
①事務室で行う業務と貸出カウンター業務を区分   
する場合  










































てこなかったことにある。   
区立図書館のような司書が少ない図書館でも，  
貸出カウンターで全員が質問を受けるより払読  
書案内・レファレンスデスクを設軋 少数の司書   
た。その理由として次の4点が考えられる。  
①1970年代の新設図書館では，職員は全員司書で   
あることが多く，司書が貸出カウンター業務を   
行っていたため，大部分の司書はこれらの業務   
は司書が行うのが当然と考えた。  
②貸出カウンター業務の業務量が増加し続けたた   
め，司書がはかの業務に取り組む余力が少な   
く，それが中心的な業務となった。  
③貸出カウンター業務の申で司書が利用者から質   
問を受けたため，これらの業務を質問を受ける   
機会ととらえた。  
④司書の多くが若い新規採用者であったため，貸   
出カウンター業務を通じて，資料や利用者の要   
求を知ることができた。   
以上のように，1970年代にはこの通念に客観的  


































































ろうか。   
4．図書館における合理化の意義  












































て，図書館業務の生産性が高まるのである。   
このように，合理化の中でも，正規職員の司書  
が専門的業務に専念できる合理化は必要である。  
（3）合理化の評価と条件   
以上から，合理化には二つの種類があることが  
わかる。非専門的職務に対する合理化と専門的職  
務に対する合理化である。前者は，一定の範囲内   
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であれば，専門的職務の確立と技術の向上につな  
がる。他方，専門的職務の合理化はこれまで例が  












べてに反対してきた。これが最大の問題である。   
5．今からでも遅くない，読書案内・レ  

















サービスが向上し，外部への委託は困難になる。   
まだ時間は残されている。直ちにこれらの改革  
に取り組むべきである。まず，読書案内・レファ  
レンスサービスに取り組もうではないか。貸出フ  
ロアに読書案内デスクを設け，レファレンスコー  
ナーにレファレンスデスクを置こうではないか。  
そして，最も経験と知識のある職員で担当チーム  
